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  脂質分子膜は生体膜のモデル系として，光合成や呼吸鎖の機構解明をはじめ，様々な薬物の

代謝など多くの生体反応の研究に利用されている。これらの反応は厚さが 10 nm 程度の非常に薄

い生体膜内で起こっているとされ，その微少な領域を選択的に観察するための手法の開発が精力

的に行われている。その中で我々は，スラブ光導波路を励起光源とする蛍光顕微鏡システムの構

築を行ってきた。スラブ光導波路とは，カバーガラスのような屈折率の高い薄板の中に光を多重

全反射によって通したもので，光ファイバーの薄板版といえる。このときガラス表面から 100 n

m 程度の領域に染み出し光（エバネッセント波）が生じ，それを光源とすることで，表面選択的，

かつ表面吸着化学種に特に高感度な蛍光観察を顕微鏡下で行うことが出来る（図 1）。比較的単純

な光学系で，高倍率から数 mm 程度の低倍率までの界面観察が行えるシステムが構築できた。本

研究ではこの装置を脂質分子膜の観察に適用し，抗菌剤のスクリーニング法への応用を検討した。

ベシクルフュージョン法によりガラス表面上に中性リン

脂質である DMPC (1,2-dimyristoyl-sn-glycero-3-phosphoc

holine) の平面膜を作製した。環境応答性を示し脂質膜内

の疎水的環境で蛍光を発する NBD-C4 (7-aminobutyl-4-ni

trobenzo-2-oxa-1,3-diazole) をプローブとして膜内に分配

させることで，脂質膜を可視化した。その脂質膜に膜作

動性抗菌ペプチドであるグラミシジン S（GS）の改変体

（Tyr-GS，Ala-GS）水溶液を送液した結果を図 2 に示す。

GS を含まない緩衝液や，抗菌性試験において活性を示

さない Ala-GS では蛍光強度に減少は見られないが，抗

菌活性を持つ Tyr-GS では脂質膜が破壊され蛍光が大き

く減少することが分かった。このように脂質膜の状態を

観察できる本手法は，抗菌性物質のスクリーニング法と

して有用であることが示された。 
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図2. 各試験溶液の送液による蛍光強度の変化
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図1. スラブ光導波路を励起光源とする顕微鏡
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